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発行・「泥流地帯」映画化を進める会事務局（ 北海道上富良野町 企画商工観光課 企画政策班　電話 0167-45-6994 ）

国内発行部数 100 万部超、三浦綾子文学を代表する感動巨編を、

物語の舞台・上富良野から映画化をめざすプロジェクトが始動

内閣府「第 45 回地域再生計画」認定

◆「泥流地帯」映画化を進める会設立

　平成 30 年 1 月 19 日に役場で設立総会が開

会し、会長に佐川泰正氏（商工会長）、副会長

に中村有秀氏（郷土をさぐる会会長）、宮下吉

勝氏（かみふらの十勝岳観光協会長）を選任。

また、顧問に向山富夫町長が委嘱され、設立

の趣旨や事業概要などを確認しました。今後

は本会が中心となり、映画化実現に向けて、

町民一丸となって取り組めるよう活動してい

きます。

天与の宝、秀峰十勝岳がかつて甚大な被害もたらした絶望的な火山災害。

理不尽に奪われる暮らしと生命。それでもなお生き続ける意味を問う稀代の名作を、

奇跡と賞される復興を果たした上富良野だからこそ実現可能な映画化プロジェクトに

取り組みます。

このプロジェクトの様子を、ニュースレターにして皆さまにお届けしていきます。

①　映画化の実現 ──
　「氷点」「塩狩峠」「銃口」など数多くの代表作にあって、

雄大な自然の驚異を描くスケールの大きさから未だ果た

されていない「泥流地帯」シリーズ初の映画化に挑みま

す。

　映画化にあたっては、映画製作会社若しくは製作委員

会組織等が行う製作やプロモーションに地域全体で関わ

り、代表作に相応しい撮影規模、キャスティングを前提

として、全国上映のみならず国内外主要映画祭への出展

を目指します。

②　ロケ支援、撮影協力 ──
　作中に描かれる実在の地域を含む町全体が、ロケ地と

して活用される（できる）よう最大限の支援を行います。

また、映画製作会社等が行う製作やプロモーションに地

域全体が関わり、幅広く細やかな支援を行います。

③　観光拠点の整備 ──
　原作の舞台（ほぼ全編が上富良野で進行）であること

の強みを活かし、ロケセットの有効活用をはじめ観光拠

点となる施設整備を行い、交流人口の増加による地域の

活性化を目指します。

─ プロジェクト内容 ─



●●● 近日の催し物 ●●●

＜お問合せは、こちらへ＞

「泥流地帯」映画化を進める会事務局
北海道上富良野町 企画商工観光課 企画政策班

電 話   0167-45-6994　

F A X   0167-45-5362

メール  seisaku@town.kamifurano.lg.jp

4 月 22 日（日）午後 3 時から　上富良野町公民館大ホールにて（参加無料）
「泥流地帯」映画化を進める会シンポジウム
　町民対象の機運醸成事業として、音楽と映像で大正噴火をふりかえり、富良野 GROUP　
森上千絵、久保隆徳による朗読ライブで小説「泥流地帯」の概要を知っていもらい、プロジェ
クトの趣旨を説明し、　より多くの町民の方に参画いただくことを目的に開催します。

　地域再生計画とは、地域再生法（平成17年法律第24号、

平成 17 年４月 1 日施行）に基づき、地域が行う自主的か

つ自立的な取組を総合的かつ効果的に支援するもので、地

域経済の活性化及び地域雇用の創造等を実現することを目

的として地方公共団体が計画を作成し、内閣総理大臣によ

る認定を受けた計画で、これに基づく事業に対し、特別な

支援措置（※①）が講じられます。

　※①　本プロジェクトに対する企業からの寄附が【企業

版ふるさと納税】として、特別な支援措置として税優遇措

置（寄附金額の約60％の税負担軽減）の対象となりました。

■認定された地域再生計画
　上富良野町では、地域再生計画『活火山の恵みと脅威を

活力に〜「十勝岳」魅力再発見プロジェクト〜』（本プロジェ

クトを含む。）を申請し、平成 29(2017) 年 11 月７日に

内閣総理大臣から認定を受けました。

　【目標】

　秀峰十勝岳を地域全体の共通のシンボルとしてより深く

知り、関わりを持つことにより町民の郷土愛を培う。その

ことによって自信を持って観光客を迎え、受け入れること

ができる地域づくりを進める。さらに、国内外からより多

くの観光客を呼び寄せるため、十勝岳の魅力を十分に活か

した魅力ある観光コンテンツを提供し、交流人口を増加さ

せ地域の活性化することを目標とします。

─ 地域再生計画とは ─

映画化プロジェクト公式サイト→
　パソコンの方は、上富良野町公式サイトの
　バナー等からお進みください。
   http://www.town.kamifurano.hokkaido.jp

小説『泥流地帯』『続泥流地帯』のお求めは、最寄りの書店で

三浦文学館でも
お求めいただけます。

FAX 
   0166-69-2611
新潮文庫 各 810 円（税込）
※送料別途申し受けます

4 月 6 日（金）から 5 月 27 日（日）　三浦綾子記念文学館 2 階展示室にて（入館料のみ必要）
企画展『泥流地帯』『続泥流地帯』展「生きるをつなぐ」　
　─　「泣きながら書いた」苦難と復興のドラマ ─
　大型パネルと資料で、小説『泥流地帯』『続泥流地帯』をご紹介します。
　6 月〜 12 月にかけて、上富良野町内各施設において巡回展示を予定しています。

5 月 27 日（日）午前 8 時 30 分集合・正午頃解散　参加料（保険・飲み物等）500 円（税込）
フットパス「泥流地帯の道」　集合場所「土の館」（上富良野町西 2 線北 25 号）
　小説の舞台を歩いて味わいます。行程約 6km。正午頃に終了解散予定です。
　受付開始⇨ 4 月 1 日　定員 30 名（先着順）
　お申し込み⇨ NPO 法人 野山人　（ FAX　0167-45-2656　佐川建設内）


